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　ここは、薄暗い地下室。火薬の臭いがぷんぷんしている。半導体や、電子板と配線がごちゃごちゃしていた。
「なー敦、本当にやるのか？」
「当たり前だろ！お前は、怖気づいたのか？」
敦は、荷物をまとめる。
「いや、やっぱり止めようぜ」
「止める？何を今さら」
「人生むちゃくちゃになるぞ」
「ならないさ。俺はいなくなるのだから」
「敦」
「お前には、家族がいるだろ。一緒に来なくていいよ」
「俺は、戦争で親兄弟を失って、天涯孤独の身だ」
「だけど」
「行ってくるよ」
「恋人はどうすんだよ」
「昨日、別れてきた」
「なんで……」
「彼女には、俺みたいな悪魔とじゃなくて、幸せになって欲しいから。一つだけ頼んでいいか」
「敦、まだやり直せるはずだろ」
「無理だよ」
「待てよ」
敦は、地下室を出て行った。

　六月一日、敦は国会議事堂前の正門にやってきた。数十人の警察官が厳重に警戒している。
いよいよだな。
「君？入門証は持っているかね？」
「は？持ってるわけねえだろ」
敦はポケットからライターを取り出し、腰から出ている導火線に火を付けた。周りの警察官も応援で寄って来た。
「おい！」
「どうする、その持っている拳銃で撃ち殺すか？」
警察官は、ピストルを抜いた。
「打ってみろ、火薬に引火するからよ」
「貴様正気か？」
「俺の家族は、お前らに殺されたんだ」
「何馬鹿なことを」
「なあ？お前らが戦争はじめたんだよな！」
敦の体は、木端微塵に吹き飛んだ。付近の警察官も、多くの死傷者がでた。無残な光景がひろがる。

マスコミ各社は、日本人初の自爆テロを大々的に報道した。
「六月一日、明け方、自爆テロ事件が起きました。現場は、国会議事堂前の正門です。袋田敦容疑者（３８）は、体に爆弾を身に付け、自ら火をつけたようです。容疑者とみられる遺体は、爆風により粉々になっております。警戒にあたっていた警察官三名も犠牲となった模様です。繰り返します」

男は、女と口論になっていた。女は激昂していた。
「すまない。敦のことを止めることができなかった」
「どうして敦は」
「敦には、国会議事堂に恨みがあったんだ」
「恨み？」
「国会議事堂で、戦争を奨励した」
「残された私は」
「もう、あいつのことを考えるのはよせ」
「何を言ってるの、敦は私を守ってくれたの」
「目を覚ませ、犯罪者じゃないか」
「違うの。敦は……」
「違うって？」
「国会議事堂の警戒をしていた警察官は、私の父を射殺した。憎き敵だったの。父は、飲酒運転を隠すため、職務質問を無視した。それだけなのに」
「そうだったのか……」
「敦は、あなたには来なくていいと言ったのよね」
「ああ」
「なんて優しい人なの」
「君は」
「今考えれば、別れを急に切り出すなんて普通じゃなかったわ」
「落ち着け」
「私さえいなければ、敦は死ぬことなんてなかった」
「君がいなくても、敦は事件を起こしただろう」
女は冷静さを取り戻した。
「え？」
「戦争が敦の家族を奪った。ターゲットは、あの国会議事堂だよ」
「私の敵は偶然？」
「偶然じゃない、敦はあの警察官が勤務する日を、細かく調べていた」
「やっぱり」
「一つ、敦に頼まれたことがある」
「何？」
「君を守ってやれって」
「え？」
「君のことを僕に託した」
「でも、私が好きなのは敦」
「わかっているよ」
「急にあなたが好きなんてことにはならないの」
「かまわない、僕は愛抜きで君を守る」
「これから、私のすることは決まっているの」
「ああ」
「あなたの腰から出ているのは導火線？」
「ちゃんと準備してある」
「まだ国会議事堂が、ピンピンしてやがるからな」
「手伝うわ」
「俺の車を出すよ」
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